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私の名前はラース・ペーテルソンでございます。遠藤さん、私及びイケアのご紹介をあ

りがとうございました。私はイケアの日本におけるオペレーションの責任者です。遠藤さ

んがおっしゃいましたように、会社は 1943年に創立され、いくつかの発展の段階を経て今
日のイケアに辿り着きました。遠藤さんがすでにご紹介くださったように私共の創立者の

名前はイングヴァル・カンプラードです。五週間前に来日し、七日間滞在しました。彼は、

日本に大変良い印象を持ったようでございます。ＩＫＥＡという社名は彼の名前のイニ

シャル、イングヴァル・カンプラードのＩ－Ｋ、Ｅは彼の育った農場の名前のエルムタリッ

ド、最後のＡは農場のある村の名前アグナリッドから付けられたものです。それをつなげ

ると I-K-E-A、ちょっと日本的な名前に聞こえますがスウェーデン語です。1943 年、彼は
17歳の時に、商売を始めました。当時はペンやクリスマスカードなどを販売していました。
その五年後に IKEAの商品に家具が加わりました。1958年に最初の店舗が出来ました。ス
ウェーデンのエルムフルトでした。そこからいくつかの発展段階を経て世界的な企業に成

長しました。その後段々にグローバルに成長し、現在では 34カ国において 237のストア展
開をしております。その内のいくつかはフランチャイズですが、その他は全て直営店です。

お客様は次第に増えております。一年間の来店者数は 4億 1千万人です。IKEAのカタログ
は１年間に 1億 7500万部発行されております。またホームページへのアクセスも１億件を
超えております。現在日本では一日 2 万 5 千件くらいのアクセスがあります。これは日本
語のホームページへのアクセスです。私共は非常に急速に発展している企業でございます。

大変それを誇りに思っております。そして過去 10年間で 4倍にも成長いたしました。昨年、
2006年度の売上高は 173億ユーロ、約 2兆円でした。 私共は世界的に展開しております
が、それでもなおヨーロッパ企業でございます。それゆえに 80%の売り上げはヨーロッパ
から上がっております。アジアは 3％、北米は 17％です。アジア市場も徐々に伸びてきて
おります。ﾄップ 5といたしましてはドイツが 17%、40店がございます。12%は米国、9%
が英国、9%がフランス。スウェーデンは IKEAにとりましては 5位でございます。一位で
はありません。ここ何年かの間に日本がトップ 5 に入ることを願っております。それまで
あと数年はかかることでしょう。 
それでは IKEAの歴史について少しお話いたしましょう。イングヴァルが 1943年に創設

いたしました IKEAは 1955年に独自のデザインの商品開発を開始いたしました。それ以前
は販売だけでしたが 1955 年に独自の商品開発を始めたのです。1956 年にはフラットパッ
ク制を導入し、1958年はスウェーデンの南部、エルムフルトに第一号店をオープンしまし
た。1963年には初めての海外出店。ノルウェーでございました。スウェーデンのすぐ隣の
国です。1965年にはストックホルムで初めてセルフサービスのコンセプトを導入しました。
つまりお客様が来店し、そこでセルフサービスで商品を選んでいただくのです。1973年に
はスカンジナビア以外の国に初めて出店いたしました。スイスでした。 

1970 年代から 80 年代にかけて開発されたベストセラーの商品のいくつかは今でも人気
があります。例えばビリーです。IKEAのプロモーションのスピーチの中に必ず出てくる商
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品です。ビリーは 1978年に開発されました。 またクリッパンは 1980年に導入されまし
た。アームチェアーのポエングは 1981年にデザインされたものです。実はこのポエングは
日本人のデザイナー、中村さんがデザインしたものです。中村さんは 70 年代から 80 年代
初めにスウェーデンで仕事をして下さいました。 

1985 年にはアメリカで第一号店を、そして 1998 年、中国に第一号店をオープンいたし
ました。また、ロシアでは 1998年に第一号店がオープン、日本での第一号店オープンは昨
年、2006年でした。 
それでは、IKEAのミッションについてお話いたしましょう。私共はより快適な毎日をよ
り多くの方々に提供する、これをミッションとしております。また、IKEAのビジネス理念
は非常に単純です。つまり優れたデザインと機能性を兼ね備えたホームファニシング製品

を幅広く取り揃え、多くの方々にご購入頂けるよう、出来る限り手ごろな価格でご提供し

ていくことです。毎日これを理念に仕事をしております。私共が 4 年前に日本に進出いた
しました時先ずしたこと、それは日本のご家庭を訪問したことです。そこから色々なこと

を学びました。実際には 100 軒以上のお宅を訪問させていただきました。そこで何千枚も
の写真を撮りました。ホームビジットによって私どもの学んだこと、それは日本で私共の

果たせる役割が沢山あるということです。日本では多くのご家庭が沢山の収納家具を必要

としています。そこで私共の学んだことをベースに、私共の知識を使ってお手伝いをする

ことになりました。家庭が私共にとっての舞台です。そこで目覚まし時計作戦。私共の PR
活動により、お客様に目覚めていただくということを戦略にいたしました。その一つは早

くお家に帰りましょう作戦。家庭はとても大事なところです。首都圏の人々の心と家庭に

居場所を作りましょうというものです。家庭は世界で最も重要な場所です。私共の仕事は

単に商売をするだけではありません。このような哲学に基づいて仕事をしているわけです。

また私共のもう一つのマーケティング戦略といたしましては、IKEA独自のホームファニッ
シングの舞台を作り上げることです。そして常に、継続的に、IKEAを訪問する理由を創造
することです。それによってお客様は何回も繰り返し IKEA にご来店下さいます。家庭は
世界でもっとも大切な場所である。これが私どものモットーです。人間に限れば、子供が

世界で最も大切な人であります。これは絶対的な真実です。ということは、会社は世界で

最も大切な場所ではありません。ここでは色々な国で人々がどう生活しているかという調

査をいたしました。その一つ、男性の帰宅時間について、日本の男性とスウェーデンの男

性を比較してみました。六時までにはほとんどのスウェーデンの男性は帰宅しています。

一方、六時には日本では帰宅している男性はほとんどおりません。家庭、そして家庭生活

が、国によって大きく異なっているということです。これは私共とっては良いビジネスチャ

ンスでもあります。私共は家庭、家についての声明を発表いたしました。ＪＲの駅その他

で、このような声明文を広告として出しました。これは家庭について様々なことを質問し

ている文です。家庭においてこのような私共のアドバイスを考えてみていただきたいので

す。このような質問をして、家庭がどのようなところであるかを考えていただきました。
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現在船橋と新横浜にある港北店を展開しておりますが、船橋の第一号店をオープンする前

に、東京の都心部で展示会を催しました。私共はこれを「4畳半ミュージアム」と名づけま
した。この四畳半ということ、たった四畳半しかない大きさの部屋だけれどもいろいろな

素晴らしい使い方が出来ますよということをお見せしたのです。このようにいろいろな形

で使われました。ワンルームでこれをお花の部屋にすることも出来ますし、ライトバー、

光のバーにすることも出来ます。14 の異なる設えの四畳半のお部屋を展示いたしました。
外苑前の東京の都心部で、このような形で 14コマの四畳半の展示をいたしまして、皆さん
に見ていただきました。そして終了後には展示したものを皆さんに差し上げるという事に

いたしました。絵画館通りで行いました。それからもちろん電車の中での広告もいたしま

した。これは山手線の中でご覧になりましたか？この中に私共の創設者の顔も出てきてい

ます。まだあります。駅のポスターと、階段広告です。今でもバスの車体広告を行ってお

ります。千葉を走っている公共バスの車体に IKEA の広告がついています。また新聞の折
り込み広告も行いました。私共のマネージャーが、日本の方たちに「日曜日には IKEA に
来てくださいね、奥様同伴でいらしてくださいね」と言っております。また大変変わった

面白い形で広告も行いました。ベランダジャック、この地域のマンションのベランダをハ

イジャックしたのです。ベランダ広告でございます。また、90 万のカタログを配布いたし
ましたし、ホームページも持っております。このホームページを見てくださいますと、IKEA
について全てを知ることができます。また大変興味深い良い広告を行っております、日本

のテレビ広告を行いましたので一つ例を見ていただきたいと思います。（ここでジパングの

映像が流れる） 
はい、ありがとうございました。私共について、また IKEA については日本のテレビを
見て頂いた方が、私が説明するよりも分かりやすいかと思います。船橋店には開店以来大

変多くの方に来ていただきました。初日に 35,000人の来店者があったのです。七時半、朝
の七時半に朝食会を開きました。堂本千葉県知事をはじめ、多くの方たちに来ていただき

ました。藤代船橋市長にもおいでいただきました。こちらが藤代さん、これが IKEA 本社
の社長。店長、スウェーデン大使、私の前任者のクルバーグ社長と一緒にオープニングの

丸太切りを行っております。スウェーデンでは、テープカットではなく、丸太切りを開会

式の中で行うことになっているのです。多くのお客様が来てくださいました。みんなで歓

迎しているところです。拍手を持ってお客様をお招きいたしました。TVその他で多くの広
告を行っておりましたので、開店前から長い行列ができました。ということで皆様方には

待ってらっしゃる間に飲み物を提供させていただきました。本気でもうお買い求め下さる

方がたくさんいらっしゃいました。そしてお部屋に入って色々トライして下さいました。

この二人はベッドに乗って「うちでのベッドライフはどうかな？」って試してるところで

す。お子さんたちも勿論たくさんいらして下さいました。お子さんたちも私たちの店舗が

とてもお気に召したようです。これは色々お買い求めくださった皆さんです。とてもお幸

せそうですね。 
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さて第二号店を港北店として開店いたしました。新横浜でございますが、店長のエヴァ

ロッタ・シェーステットさん。スウェーデン人の女性です。この人が店長です。新横浜の

駅から港北店までシャトルバスが往復しております。勿論コンバーチブル（オープンカー）

をお持ちなら、なお結構ですね。IKEAの商品をたくさん車に詰め込んでお帰りになること
が出来ますから。車でいらっしゃるのも大歓迎。 
店内にレストランもございます。大繁盛でした。スウェーデン式のお食事、ミートボー

ル、それからサーモンなども提供しております。日曜日には４千食も出ます。店内のレス

トランに４千食提供出来ます。多分東京で最大のレストランの一つになっているかも知れ

ませんね。またスウェーデンのフードマーケットもあります。スウェーデンの特産品を売っ

ております。子供たちも IKEA に来るのが大好き。それは遊び場があるからです。スモー
ランドという子供の遊び場です。スモーランドのスモールというのは小さいという意味で

すね。スウェーデン語で小さなお子さんたちのための場所はスモーランドという言葉です。 
また IKEA ファミリークラブという会員クラブがございます。IKEA 大好きという方た
ちのためのものです。ナレッジセミナーなどを行ってホームファニシングについて、又デ

ザイナーなども、スウェーデンのデザイナーをお呼びして会員のために話をしていただき

ます。またメンバーであれば、レストランでコーヒーや紅茶を無料で提供いたしますし、

現在三十万人以上の会員の方がいらっしゃいます。とても素晴らしいと思います。また会

員だけに特定の商品を特別価格で提供しております。 
私たちは花卉専門の業者ではないのですが、店内では沢山の観葉植物などを売っており

ます。まだ大規模ではありませんが、この花卉のビジネスも拡大していきたいと思ってお

ります。ここはオアシスというところ。観葉植物をぜひホームファニッシングに取り入れ

ていただきたい。そして家庭を安らぎの場所としての価値を高めていただきたいと思って

おります。 
また私共にとって価格を低く抑えるということはとても大事です。先程のテレビの番組

で見ていただいたと思いますが、だからと言って何がなんでも低価格にと考えている訳で

はありません。私共はずいぶん昔から、全ての製品は責任のある形で製造すべきであり、

環境への付加を最小限に抑えるべきであるということを決定して実行してまいりました。

その中でも一番大事なことは森林に対する取り組みです。私共は沢山の木材を使っており

ます。製品の 50％は木材製品です。したがって私共は森林を、森林産業を持続可能な形に
したいと心から願っております。従って長期の目標としては、非常に良い管理をした森林

の木材を使いたいということで、森林管理協議会 FFCのみがその目的を達成すると考えて
おります。またWWF（世界野性生物基金）や世界森林保護基金と協力して、ロシアの森林
を守ろうと、そして非合法な不法な伐採をやめさせようと行動しております。自然源に対

してロシアでマッピングを行っております。中には誰も手を入れなければ絶滅の危機に瀕

するような森林がありますので、それに対するマッピングを行っているのです。また IKEA
のカタログは、持続可能な方法で制作されなければならないということで、非常に大量に
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作っておりますから、リサイクル可能な形で IKEA のカタログを出したいと思っておりま
す。世界で最も出版数の多い印刷メディアは私共のカタログです。一億七千五百万部も出

しているわけですから。また左の方にありますテーブルですが、木材の上等な部分を使っ

ているだけではなく、木材の皮から芯部まで全ての部分を使っています。普通は燃料とし

て燃されてしまう部分さえも、私たちは使うことにして、その為のデザインをし、美しい

デザインを作りました。右の写真を見ていただきますと、これはリサイクル可能なポリプ

ロピレン、それに製材所から来たおがくずも使っております。これによって生産コストを

低く抑えることが出来ますし、リサイクル可能な材料を使っているということで、環境に

優しいというメリットもあるからです。またアイウェイ（IKEA Way）いう形で、五十三カ
国、二千三百のサプライヤーがありますが、アイウェイという私たちの行動規範を守って

もらうことにしております。これはどうやって製品を仕入れるかにも、IKEAが購入するた
めの行動規範をきちっと守ってもらっています。工場から廃棄物の大気中へ、水中への放

出、化学薬品の取り扱い方、これは環境対策だけではなく、また労働環境をきちんと行う

ということでもあります。私共の工場で働く人たちは、それぞれ家庭を持っています。子

供たちがいて学校があるわけです。ですから全てきちんとした形での、ディーセントな、

好ましい生活が出来るような環境を生み出すのが私共の責任であると考えております。 
次に今日のセミナーの一部MPS、人にも環境にも優しい花卉認証システムについてお話
いたします。IKEA はヨーロッパにおきまして過去五年間 MPS と取り組んでおります。
IKEAにとりましては今日、ヨーロッパにおきまして全ての生産者にMPSの承認を求めて
おります。 MPSの承認の無い生産者からは、一切購入しておりません。そしてこれは市
場で最も厳しい低農薬のレベルを私共は追及しております。農薬その他の化学製品につい

て厳しい規制をもうけております。生産者はそれによって低コストで効率よく生産出来る

わけですが、同時に環境にとってもよいこと、そしてお客様にとっても有益なことです。

お客様は低価格の品物を買うことが出来る訳です。それは又生産者にとっても IKEAにとっ
ても良いことです。これは生産に関して、あるいは流通に関して非常に効率よく取り込む

ことが出来るシステムです。そして日本においてもMPSの認証制度が始まり、それによっ
て生産者が MPS の承認を受け、そのシステムに従って生産していく。ですから将来には、
MPSの承認を受けた生産者からのみ購入していくという制度、これは素晴らしいと思いま
す。 
それでは IKEA の日本における将来の出店計画をお話いたしましょう。東京、横浜にす
でに出店いたしましたが、2008年の春には、神戸のポートアイランドに出店いたします。
また 2008年の夏には大阪に、秋には新三郷、東京の北に位置する埼玉県の新三郷に出店い
たします。ここまでお話ししてまいりましたが、皆様に今日私をお招きいただきましたこ

とを感謝申し上げますと共に、これが皆様方と私共との良い協力関係の始まりとなり、ロー

コストでかつ環境に優しい植物を皆様に生産していただくという協力の始まりになること

を願っております。ご清聴ありがとうございました。 
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質疑応答 
15:49～16:30 

 
質問１ 
アメリカ、中国、ロシアへの出展があるが、出展先を決めるとき重視する点は何か？ 
出店国、および出店した年による戦略の違いは？ 
回答 
国により違う戦略で出店している。日本に関して言うと、70 年代に一度日本に出店した
が、このときはロジスティックがうまくいかなかった。イケアのロジスティックは、倉庫

を中心に設定し、そこから商品を各店舗に配送し、そのスタイルによって質を落とさず、

低価格で商品を供給できる。このスタイルのロジスティックが展開できるかが重視される

点の一つでもある。また、イケアはコンテナを機能的に使用しているが、それができるか

どうか、その場所で長期的な成長機会（需要）あるかどうか、消費者が製品を受け入れる

土壌があるか、また為替レートも考慮する。2006年日本では、それらの条件がクリアされ
たので出店となった。 
 
質問２ 
イケアで購入するには今家にあるものを捨てなければならないが、消耗品的に安い、低

価格についてはどう考えているのか？ 
回答 
家具は一生ものであるという意見もあるが、家族の形態により家具は変わる。経済状態

も変わるので、人生のさまざまな過程での変化に対応する需要にあった家具を購入しても

らう。イケアは低価格ではあるが、良い質のものを提供している。高くても質が悪いとき

もある。日本で学んだことは、消費者は高い知識を持ち、素材、設計についてよく知って

いるため、良品質のものを提供しなくてはならないということである。現在デザインはス

カンジナビア人がおこなっている。デザイン、品質が持続できる範囲で、低価格の商品を

提供している。 
 
質問３ 
この家具はまだ使えるが、あきてしまい捨てるということもある。イケアは下取りしてく

れないのか？ 
回答 
イケア中古家具はストックホルムでは新聞上で取引されている（売ります買います欄）。若

い人たちはそれら低価格の中古品を購買している。 
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質問４ 
スウェーデンの会社にもかかわらず、本社がオランダにある意味は？ 
回答 
創立者が会社を他社に売却せず、しかも息子に継がせないことを決め、オランダの財団に

所有権を譲渡したため。又、デザイン開発部門の本社はスウェーデンにある。 

 
質問５ 
商品をパックされた状態で販売する場合、検品はどのように、どこで行っているのか？ま

た、スウェーデンでデザインされた家具は、日本人の体型にフィットするのか？ 
回答 
イケアでは消費者がその製品の品質に満足しなかった場合、説明無しに返品することが可

能である。イケアは買っていただいて、返品していただくというスタイルで品質を維持し

ている。また、イケアの家具が日本人の体型にあっているかどうかについて、日本への出

店時には疑問視された。またその国独自の好みにも配慮する必要がある。例えば、日本で

はソファーは 2 人用、アメリカでは 3 人用が売れる。大きい家具については、これは日本
では売れている。小さくしてほしいというリクエストは消費者からは来ない。よって経験

から、体型の違いによる違和感はあまりないものといえる。 

 
質問６ 
イケアは独特のカルチャーを持っているが、イケアのカルチャーを維持するため日本で人

を採用する時に重視した点は？ 
回答 
イケア文化は、家庭が一番大切であるということであり、これがビジネスの目標である。

雇用者と対話をし、会社に機能していない箇所があった場合、よく耳を傾ける。社長本人

が毎日店舗に出、ビジネスの改良を進めている。イケアは成長途上にある会社であるので、

毎日吸収、検討し、問題解決をしていかなくてはならない。以上のようなカルチャーであ

るのだが、採用するときには英語ができることも大切である。日本では女性は高い教育を

持っているので、女性にはよい仕事ではないかと思う。客の７０％が女性であり、９５％

の発言権を家庭では女性が持っていると言われている。イケアでは女性をマネージメント、

キャッシャー、セールスのために多く採用している。 
イケアカルチャーを維持し広めるには、日本の精神、問題解決方法を北欧のものに調和さ

せることも大切である。 
 
質問７ 
イケアの船橋店が開店して 2 日目に行ったが、車で行かないとなかなか買えない。これは
メインターゲットは学生ではないからか？イケアの配送料金は高い。 
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回答 
学生もターゲットであるが、ただ、主なターゲットはあくまでも家族である。船橋店は京

葉線には近いので、東京から 25分ぐらいで行くことができる。港北店へはイケアバスを利
用してほしい。来店はできる。また、イケアは現在、配送料金を低くする努力をしている

が、今は確かに高い。さらに努力していく。 

 
質問８ 
― 日本の小売の労働生産は決して高くはない。ただ効率重視のウォルマートが日本です

ぐ受け入れられることもない。イケアが店舗展開をしていくなかで、どう考えるのか？ 
― ユニクロ、GAP などベーシックな商品はあきられると思う。流行とベーシックのバラ
ンスはどうしているのか？ 
― 日本の流通の海外展開は限定的であると思うが、国際的に活躍するためには何が必要

なのか？ 
回答 
― 日本人は自分で選択することをよしとしているということが、リサーチにより分かっ

た。店の中を自分で歩き、売り子の説明なしで選択することが心地よいと考えているよう

である。全製品にプライスタグがあり、自分でセルフサービスで選ぶ。素材・生産地など

の情報はスタッフに質問したければできる。日本のお客様も他国のお客様とあまりこの点

では違いがない。 
― 新製品とベーシックのバランスについては、イケアの製品のいくつかはベーシックで

ある。ただ、新しい製品の導入を速やかにはかっている。５つの新しいテキスタイルを提

供し、3ヶ月後には消えていくこともある。ベーシックと新製品どちらも必要であり、３０％
は新しいものと交換している。年間 3000点は新しいものを導入し、3000点は消えていく。 
― 日本の小売業にアドバイスできるほどは分からない。 

 
質問９ 
スウェーデンは環境対策が世界一であるが、日本進出に際して、できなかったことはある

か？ISO14001 に対しての取り組みは？日本の環境問題についての技術で入れたい日本の
技術などは？ 

 
回答 
MPSなどイケアの環境政策をすべての国で実施したい。農薬・GMO・などについても、な
るべく厳しい形で制約していきたい。日本でもやりたいと思っている。 
ISO14001 については、技術的知識がないのでよく分からない。あとでお答えします。
HONDAプリウスのような日本の技術はよいのではないだろうか？ 

以上 
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I2006年度はイケアグループにとって申し分のない
1年となりました。この1年間で売り上げは17％上昇
し、世界中に新しく16のストアをオープンしました。

日本初のイケアストアオープンが、この1年で最も重要
な出来事と言えるでしょう。第1号店となるIKEA船橋
のオープン初日には、3万5,000人を超えるお客さま
をお迎えすることができました。イケアにとって日本
での出店はごく自然な流れでした。すでに機は熟して
おり、日本のお客さまのご期待にも十分に応えること
ができると考えたのです。日本はアメリカに次いで、
世界で2番目に大きなマーケットです。日本の住宅は
決して広いとは言えないため、賢い収納ソリューショ
ンを競合他社よりも低価格で提供するイケアは、まさ
に日本のお客さまのニーズにマッチしていると言える
でしょう。
　日本では、2007年度に港北に1店舗、その先の数
年でさらに数店舗をオープンする予定です。また世界
中では、2007年度に合計24店舗の新規オープンを
予定しています。

イケアの成功の秘訣は、なんと言っても優れた商品を
手ごろな価格で提供していることです。昨年イケアは、
イケア製品の品質徹底のために、製品の品質を担う
サプライヤーに対して余剰資金を投資しました。この
投資の効果は、新製品をご覧になればすぐにおわか
りいただけるでしょう。

2007年度のイケアの商品展開には、新しい家具シ
リーズとユニークなアートプロジェクトが含まれていま
す。IKEA STOCKHOLMの質の高いコレクション
には、家庭で必要なものがほとんどすべてそろってい
ます。もちろん他では手に入らない手ごろな価格です。
また、限定版の「IKEAアートイベント」シリーズでは、

高品質の製品を
できる限り手ごろな価格で

アンダッシュ・ダルヴィッグ、イケアグループ社長兼CEO

スウェーデンの6人のアーティストの作品を紹介しま
す。一般のギャラリーでは考えられない破格の値段で、
できるだけ多くのお客さまに作品をお求めいただきた
いと考えています。

2006年度に力を入れた部門は、ベッドルームとキッ
チンです。2007年度はさらに重点的にキッチンライ
フにフォーカスをあて、コンプリートキッチン、調理
器具、グラスやテーブルウェアなどを、さまざまなス
タイルと価格帯で幅広く紹介していきます。考え抜か
れた新しいキッチン収納ソリューションを皆さまにご
紹介できることをたいへん楽しみにしています。

イケアは、今年も新しい目標を掲げています。
2007年度の主要目標は次の4つです。
◯ さらなる低価格の実現
◯ 安定した品質保証（長期目標）
◯ 店舗数の拡大
◯ 社会問題と環境問題への取り組み（長期目標）

アンダッシュ・ダルヴィッグ、イケアグループ社長兼CEO
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ニュース
2007年度は、商品の3分の1が新製品です！
そのうちのいくつかをご紹介しましょう。

キッチンーイケアはキッチンライフを、もっと気軽で
楽しいものにしたいと考えています。だからイケアの
キッチンは、賢く使える収納と機能性に徹底的にこ
だわっているのです。新製品にはトータルコーディ
ネートされたキッチンとダイニング家具、キャビネッ
ト、キッチン用品、グラスやテーブルウェアがそろっ
ています。キッチンは使いやすいだけでなく、購入し
やすいことも大切。そのために、お支払いからキッ
チンの設置までさまざまなサービスをご用意しまし
た。キッチンならイケアが最高と思っていただけるよ
う、キッチンでのあらゆるニーズにお応えできる商品
をご紹介していきます。

IKEA STOCKHOLMはイケアの新しいコレクショ
ン。すでに80点以上もの商品が用意されています。
テキスタイルから、花瓶、書棚、テーブル、チェア、
ソファ、アームチェア、ランプにいたるまで。最高の
素材を使用した、モダンでありながら、はやりすた
りのないデザインです。細部にもこだわり、快適性
を追求しています。

テキスタイル＆ラグも2007年度に力を入れて取り組
んでいく部門です。今年はデザイン性の高い、スカ
ンジナビアの特色を活かしたテキスタイルをご紹介し
ていきます。毛布、ラグ、カーテン、クッションなど
の商品が、統一感のある、快適な空間づくりのお手
伝いをします。他のどんな商品ともうまくコーディネー
トできるデザインです。

ベッドルームーイケアはベッドルーム部門をさらに充
実させます。イケアのお客さまの大半が女性であるこ
とをふまえ、女性と夢をキーワードに、バリエーショ
ン豊かな新製品を取りそろえました。さらに、マット
レスの新シリーズとして、ラテックスマットレスと自然
素材のハイクラスマットレスの2種類を発売します。
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イケアのビジョン

より快適な毎日を、
より多くの方々にご提供すること。

イケアのビジネス理念

優れたデザインと機能性を兼ね備えたホー
ムファニッシング製品を幅広く取りそろえ、
より多くの方々にご購入いただけるよう、
できる限り手ごろな価格でご提供すること。

イケアは、60年以上にわたり、より快適な毎日をよ
り多くの方々にご提供するためにさまざまな取り組
みを行ってきました。すべての
ものが今よりほんの少しでも
快適に、シンプルに、そして効
率的になるようにと願って常
に努力してきたのです。

イケアの低価格は意味のある低
価格です。ただ安いだけではな

く、質の高いデザインと機能を

備えた商品をご提供できるよう

常に心がけています。

イケア・オブ・スウェーデンはエ
ルムフルトでイケア製品の開発

を行っていますが、その商品数

はおよそ9,500にものぼりま
す。新製品の開発には、人々の暮らしや、暮らしの中

で次々と現れる新たなニーズを見抜く力が必要です。

これらのニーズは世界中どこでもほとんど違いはあり

ません。ですから、イケアストアの基本的な品ぞろえ

は、世界中どこのストアでも同じなのです。イケアが

ターゲットとする顧客層は世界中のほとんどの人です

より快適に、よりシンプルに、
より手ごろな価格で

イケアのINDIRA/インディーラ ベッドスプレッド
は、売れ行き好調のため、30年以上も前から同
じ価格のままです。

が、とりわけ限られた収入と限

られたスペースで暮らしている

家族にスポットをあてています。

イケアでは、まずプライスタグ
をつくります。これはイケアの製
品開発における大原則です。プ

ライスタグづくりは、商品開発

担当者、デザイナー、技術者、

仕入れ担当者、さらには製品の

品質管理や環境問題の責任者

など製品開発に関わるすべての

人々の共同作業です。イケア製

品のデザインは、イケア内部の

デザイナーと外部のデザイナー

の両方が行います。デザイナー

の仕事は、材料を節約し、生産過程の無駄をできる

だけ省くデザインを考えることです。

さまざまなアイデアに対する検証が、デザイン、機能、
品質など、新製品のアウトラインが決まった時点で行

われます。このとき重要なのは、必要な材料、製品
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化の可否、効率的な配送、

環境に与える影響などを考え

に入れておくことです。この

プロセスで忘れてならないの

は、すべてをできる限り低価

格で実現することです。資源

の節約のためによく用いられ

るのは、無垢材の脚の代わり

に、中をくりぬいてパーティク

ルボードをつめた脚を使用す

る方法です。イケアの製品は

資源を効率的に利用し、輸送

も簡単で、できれば再生可能な材料やリサイクルされ

た材料を用いたものであるべきです。ある製品の製造

過程で余った材料はできるだけ他の製品に使用し、商

品自体もリサイクル可能であるべきだと考えます。

イケア製品にはアレルギーや
健康への悪影響を引き起こ

す物質は含まれていないと安

心していただけるよう、イケ

アは常に最も厳しい基準を自

らに課すよう努力しています。

イケアが企業活動を行ういず

れかの国で、化学物質や薬

品などに関する法律や規定が

厳しくなった場合には、それ

以外の国のイケアでもそれと

同じ基準を適用します。

サプライヤーと密接な関係にあることは、ひいては効
率的な生産ラインを築くことにつながります。イケア

のコワーカーは世界各国の現場で、新製品のアイデア

キッチンは家庭の中でますます大切な位置を占めるようになってきました。イケアでは、コンプリートキッチンからコーヒーカップまで
なんでもそろいます。

LÅDIS/ローディスは、プラスチック製のスタッキング
ボックスです。材料のプラスチックは商品搬送時に使
用されたイケアの荷積用プラスチックです。
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のテスト、価格の交渉、品質の

チェック、サプライヤーの社会

問題や環境問題への対応、労

働条件などのチェックを行って

います。

　スウェッドウッドグループはイ

ケアの生産グループとして、木

製家具や木製部品を生産して

います。イケアの重要な製品の

生産確保に加え、生産条件の

より正確な把握もこのグループ

に課された重要な役割です。

効率的な配送は、低価格を構成するジグソーパズル
の重要な１ピースです。サプライヤーからお客さまま

での輸送経路をできるだけ簡略化することで、コスト

を削減するとともに環境への負担を最小限に抑えて

います。

　フラットパックは効率的な配送に大きく貢献してい

ます。驚くほど平らなので無駄な空間が無く、保管や

輸送にかかるコストを削減し、同時に環境への影響

も軽減しています。

イケアストアには、キッチン、バ
スルーム、ソファ＆チェア、ベッ

ド＆テキスタイル、ラグ＆フロー

リング、照明、観葉植物にいた

るまで、家庭で快適に過ごすた

めに必要な商品がすべてそろっ

ています。ショールームのルー

ムセットではイケアのさまざまな

商品をディスプレイして、賢い

収納方法とそれぞれの生活スタ

イルに応じたヒントやアイデア

をお客さまにご紹介しています。

IKEAカタログはイケアで最も重要なマーケティング
チャンネルです。2006年度は、27カ国語55版、合
計1億7,500万部を発行しました。

インターネットを情報源として利用する人の数は年々
増え続けています。2006年度、イケアのホームペー
ジには世界中から2億7,800万件のアクセスがありま
した。インターネットでの注文数はまだ少ないものの、

イケア全体の売上高に占める割合は確実に増加してい

ます。

品質テストのためにキッチンの
引き出しを開け閉めする回数は
80,000回！

EKTORP/エークトルプ ソファは世
界的なベストセラー商品です。1年
間に販売されたエークトルプを全
部一列に並べると、なんとエルム
フルトからアメリカのニューヨーク
まで届いてしまいます！

イケアが製品開発中に行うさまざまな
品質テストの回数は5,000回。生産
過程でもさらにテストを行います。

TROFAST/トロファストは、リサイクル可能な
無垢材を使用した多機能な収納家具です。

5,000EKTORP80,000
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コワーカー
イケアのビジョンは、より快適な毎日を、より多くの
方々にご提供すること。このビジョンを現実のもの
にするべく、イケアのコワーカーが世界中で働いてい
ます。現在イケアには、44カ国に10万人を超えるコ
ワーカーがいます。

イケアのHRアイデアはとてもシンプルです。真摯で前
向きな方に、人間として、プロフェッショナルとして、
成長する機会を提供します。そしてイケアではコワー
カー全員が協力して、お客さまはもちろん、私たち
自身のためにも、より快適な毎日をつくりだすことに
全力を傾けています。

イケアでは、従業員をコワーカーと呼びます。コワーカー
という言葉は、私たちの人材に対する考え方、人材
に見出す価値を的確に表現しています。一人ひとりの
役割は違っても、全員がイケアを構成する大切な一
員です。全員が力を合わせて働くことこそが、イケア
を成功へと導くただひとつの道なのです。

イケアの企業文化は、助け合い、尊重、簡潔、コス
ト意識という価値観を共有することにあります。イケ
アはより良い方向に変わっていこうとする姿勢を歓迎
します。そのために失敗を恐れる必要はないのです。

イワン・スサック、エルムフルトのイケアヘルプデスク勤務。世界中
のイケアコワーカーから寄せられる、コンピューターに関する質問
に答えています。

エリザベト・モルガド、スペインのイケアバダローナ店コワーカー。

イケアで働きたいとお考えですか？イケアは日々成長してお
り、今後数年間で多くの人材が必要となります。求人情報
は、イケアのウェブサイトwww.IKEA.jpをご覧ください。

地域別コワーカー数
アジア＋オーストラリア 3,500

北米 11,000

ヨーロッパ 89,500

部門別コワーカー数

販売 79,800

仕入れ、流通、卸売、商品展開、その他
11,300

スウェッドウッドグループ 12,900
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イケアは低価格をモットーとしていますが、ただ安け
ればよいとは考えていません。イケアでは、生産過程
における環境への負荷を最小限に抑えるよう、常に
懸命な努力を続けています。

イケアはさまざまな活動やプロジェクトをサポートする
ことで、環境を守り、サプライヤーやその請負業者の下
で働く人々に、より快適な毎日を提供したいと考えてい
ます。この仕事には時間と根気が必要です。すでに大
きな成果を収めていますが、やるべきことはまだまだあ
ります。もちろんイケアにも、そしてサプライヤーにも。

イケアが自らの社会と環境に対する責任を考えると
き、環境に対して強い意識と責任感を持ち続けること
が非常に重要です。イケアのコワーカーは全員、環境
問題に関するトレーニングを受けています。またイケ
アには、専門のトレーニングを受けた監査役と環境
コーディネーターがいます。これらはすべて、社会と
環境に対する責任は私たちの日常業務の一部なのだ
と自覚するためなのです。

イケアの製品は、適正な労働条件のもとで、地球環
境の保護に取り組んでいるサプライヤーによって製造
されるべきであると考えます。イケアは、“The IKEA
Way on Purchasing Home Furnishing
Products” (IWAY)という行動規範を導入し、サプ
ライヤーにこの基準を守るよう求めています。イケア
がサプライヤーに対してこれだけは実践してもらいた
いと考えることと、サプライヤーがイケアに対して期
待できることが細かく規定されています。またサプラ
イヤーには、自らの請負業者にこの行動規範を課す
という責任もあります。この行動規範には、労働環境
の維持･改善、児童労働の禁止、差別の撤廃、最低
賃金の保障、時間外手当の支給、結社の自由と団体
交渉の権利の保障、空気中と水中への排ガスの放出
削減、生産過程で生まれる廃棄物と化学物質の取扱
い、などが規定されています。
　イケアではIWAYを徹底させるために、専門のト
レーニングを受けた監査役を置き、サプライヤーが

IWAYを実践するためのサポートを行っています。
さらに別の監査役を設け、抜き打ちの検査を行い、
仕事の進め方と成果を確認しています。

イケアはさまざまな企業や組織、関連機関と協力して、
地球規模で、あるいは特定の地域で社会問題や環境
問題に取り組んでいます。このような複雑な問題の解
決には、その分野で影響力を持つ組織や機関の協力
が必要です。そのためイケアはUNICEF（ユニセフ）や
Save the Children（セーブ・ザ・チルドレン）、
WWF（世界自然保護基金）などの団体と活動をとも
にしています。イケアが最も力を注いでいるのは、イ
ケアが生産活動を行っている国での児童労働の防止
と森林管理のサポートです。

イケアは何よりも子供の利益を優先し、国連子ども
の権利条約（1989）に従って活動しています。児童労
働はあってはならないことと考え、積極的にその防止
に努めています。イケアのサプライヤーとその請負業
者に対しては、“The IKEA Way on Preventing
Child Labour”という特別な行動規範を遵守するよ
う求めています。

イケア製品に使用される木材は、適切な管理がなされ
ている森林から調達されるべきだと考えます。原生林
や保存価値の高いとされる森林から伐採された木材
は使用していません。
　イケアは使用する木材に対して独自の基準を定めて
います。適切な管理のもとにある森林から調達される
木材と同等の基準に達していると認められたものでな
ければなりません。将来的には、イケア製品に使用さ
れるすべての木材を、森林認証制度によって認証され
た森林から調達したいと考えています。私たちが目標
とする管理基準を設けているのはForest Ste-
wardship Council（FSC、森林管理協議会）です。
世界中のすべての森林を対象とし、環境保護の立場
から見て適切で、社会的な利益にかない、経済的に
も継続可能な森林の利用を推進することを目的として
活動しています。

社会と環境に対する責任
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1. イケアはUNICEFと協力し
てインド北部での児童労働防
止に努めています。このプロ
ジェクトでは、子供たちのため
の代替学習センター（ALCs）
も設置され、何万人もの子供
たちが正規の学校教育を受け
られるようになりました。

2. 家族に病人や障害者がい
ると、子供が働かざるをえな
くなります。イケアはインド北
部で、UNICEFやWHO（世界
保健機構）とともに、できる
だけ多くの新生児と妊婦が予
防接種を受けられるよう活動
しています。

3. イケアはWWFなどの団
体と協力して、世界中の森林
管理に貢献するための開発プ
ロジェクトを推進しています。
その他にも幅広い活動計画
に基づいて活動しています
が、とりわけサプライヤーに
対しては、木材の仕入れに関
して多くの要求をしています。

4. イケアはUNICEFとサプ
ライヤー1社と協力して、女性
がクッションの刺繍で得た収
入で家庭を支える機会を提供
するというプロジェクトを
行っています。このクッショ
ンはイケアストアで、IKEA
PS GRINDTORP/グリンドト
ルプという名前で販売されて
います。

イケアの環境と社会に対する責任への取り組みについてのレポート
“Social & Environmental Responsibility Report 2005”は、
www.IKEA-group.IKEA.com でご覧いただけます。
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ロシア、モスクワを訪れコワーカーと話すイケアの創業者 イングヴァル･カンプラード

エルムフルトから東京へ

1943
IKEAを
商標登録

1951
IKEAカタログ
第1号を発行

1956
低価格実現の
鍵となる
フラットパックの
開始

1958
イケア第1号店、
スウェーデンの
エルムフルトに
オープン

1963
スウェーデン
国外で最初の
イケアストアを
ノルウェーに
オープン

1973
スカンジナビア
以外の地域で
最初の
イケアストアを
スイスにオープン

1965
スウェーデン、
ストックホルム
郊外クンゲンス・
クルバにストアを
オープン
セルフサービス
システムを導入

1955
イケア独自の
家具デザインを
開始
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IKEAという社名は、創業者イングヴァル・カンプラー
ドのイニシャル（I.K.）と彼が育ったスウェーデンのス
モーランドにある村、アグナリッドのエルムタリッド農
場（E.A.）に由来しています。
　イングヴァル・カンプラードがIKEAを商標登録し、
ボールペン、クリスマスカード、草花の種などの雑貨
販売を始めたとき、彼は弱冠17歳の少年でした。そ
の5年後、彼はRUTという名のアームチェアを皮切り
に、家具の販売をスタートさせました。
　このつつましい出発点が、浪費せず、革新性を重
んじ、進んで責任を負うイケア独自のカルチャーの礎
となっています。

このカルチャーを広めるよう誰よりも努力したのは、
創業者であるイングヴァル・カンプラード自身です。
彼は1986年に社長の座を退きましたが、その後も最
高顧問としてイケアのビジネスに関わっています。イン
グヴァルは今も一人の顧客としての厳しい視点で、イ
ケアのコンセプトや品質を見つめ、新たなアイデアと
ビジョンを提示し続けています。

　イングヴァル・カンプラードは常に、人間が持って
いる創造し革新する力に大きな信頼を置いてきまし
た。彼が著作の中で強く語りかけている「心からやり
たいと思えば不可能なことはない。力を合わせて輝か
しい未来を勝ち取ろう！」（『ある家具商人の言葉』
1976年）という言葉は、イケアのコワーカーなら誰も
が知っている彼のモットーです。

イングヴァル・カンプラードのライフワークは、イケア
の「より快適な毎日を、より多くの方々に」というビジョ
ンに多大な貢献をしてきました。このイケア特有のビ
ジョンは人道主義と資本主義の理想的な融合の上に
成り立っています。スモーランドの農家の息子だった
イングヴァルは、現在起業家として世界中で認知され
るまでになりましたが、すべてのお客さまに満足して
いただきたいという彼の熱意は少しも衰えてはいませ
ん。今も家具のデザインや製造に関する深い見識を持
ち、見落としがちな細部の問題までその直感で的確
に見つけ出します。イングヴァルは「私ほど数多くの失
敗を重ねてきた人間はいない」と自ら語っています。

簡潔は美徳である

1978
イケアの
ベストセラー、
BILLY/ビリー
書棚の販売開始

1985
アメリカ初の
イケアストアを
オープン

1991
生産のための
グループ会社、
スウェッドウッド
社を設立

1995
IKEA PS
コレクションの
販売開始

1998
中国初の
イケアストアを
オープン

2004
ポルトガル初の
イケアストアを
オープン

2000
ロシア初の
イケアストアを
オープン

2006
日本初の
イケアストアを
オープン
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イケアグループ
イケアの創業者イングヴァル･カンプラードは創業以来、長期的に独立・安定を維持
できる経営体系と組織構造の確立を目指してきました。この目的で、まず1982年に
財団法人スティヒティング･インカ・ファウンデーションが設立され、その後多くの
グループ会社が生まれました。

財団
オランダを本拠地とする
財団法人スティヒティング･インカ・ファウンデーションが、
イケアグループを所有しています。

Stichting 
INGKA 
Foundation

INGKA 
Holding B.V.

親会社
インカ・ホールディング B.V.は、
全イケアグループの親会社です。

インカ・ホールディングB.V.監査役：
ハンス-ヨーラン・ステネルト（会長）、ペーター・カンプラード、
ラーシュ-ヨハン・ヨーンヘイメル、ヨーラン・リンダル、
カール・ヴィルヘルム・ロース、ブルーノ・ヴィンボリ、マグダレーナ・ゲルガー、
イングヴァル・カンプラード（最高顧問）

イケアグループ
イケアグループは、生産グループのスウェッドウッド社、
各国でストアを所有する販売会社などで構成されています。

イケアグループ マネジメント：
アンダッシュ・ダルヴィッグ（グループ社長兼CEO）、イアン・ダフィー、ハンス・ギュデル（グループ副社長）、
セーレン・ハンセン、ペーテル・ホグステッド、ラーシュ・ゲイロート、ペルニッレ・ロペス、
ミケル・オルソン、ヨセフィン・リュードベリ-デュモン、ヨーラン・スタルク、ヴェルナー・ヴェーバー

商品展開
イケア・オブ･スウェーデンはイケア製品
の開発を行っています。
その数はおよそ9,500にものぼります。
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イケアグループの業務はオラン
ダ（イケアサービスB.V.）とス
ウェーデン（イケアサービス
AB）に所在する計9つの部門
によってサポートされています。

IKEA Services B.V.
IKEA Services AB

仕入れ･流通・卸売
イケアグループは、世界31カ国に45の
トレーディング サービスオフィス、54
カ国に1,300のサプライヤー、16カ国
に26の配送センターと10のカスタマー
配送センターを設けています。
スウェッドウッドグループは9カ国に
36カ所の生産拠点を保有しています。

小売
イケアグループは、世界24カ国に210
のイケアストアを所有しています。
またイケアグループは、インター・イケア・
システムズ B.V.が所有するイケアコンセ
プトの最大のフランチャイズ契約者です。
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数字でみるイケアグループ
イケアグループの2006年度（2005年9月1日～2006年8月31日）
総売上高は173億ユーロです。

1996年～2006年の売上高推移（単位：10億ユーロ）

売上高
トップ5カ国
ドイツ 17%
アメリカ 12%
イギリス 9%
フランス 9%
スウェーデン 8%

仕入高
トップ5カ国
中国 18%
ポーランド 14%
イタリア 8%
スウェーデン 7%
ドイツ 6%

地域別売上高 地域別仕入高

北米 3%

アジア 28%

ヨーロッパ 69%

アジア＋オーストラリア 3%

北米 17%

ヨーロッパ 80%

1996 2002 2003 2004 2005 2006

4.4

11.0 11.3

12.8

14.8

17.3
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イケアグループは2006年度に16のイケアストアを
オープンしました。
　2006年8月現在、世界34の国と地域に237のイケ
アストアがあります。そのうち24カ国、210店舗がイ
ケアグループの直営店です。それ以外の27店舗は、
15の国と地域でイケアグループ以外のフランチャイズ
契約者が所有し、運営しています。フランチャイズ加
盟店の内訳：オーストラリア（2）、アラブ首長国連邦
（2）、ギリシャ（2）、香港（3）、アイスランド（1）、イスラ
エル（1）、クウェート（1）、マレーシア（1）、オランダ（1）、
サウジアラビア（2）、シンガポール（1）、スペイン（4）、
台湾（3）、トルコ（2）、アメリカ合衆国（1）イケアスト
ア全店のリストは、www.IKEA-group.IKEA.comで
ご覧いただけます。

イケアグループで働くコワーカーの総数は、10万
4,000人です。

イケアグループは、現在世界44カ国でオペレーショ
ンを行っています。その他に31カ国に45のトレーディ

ング サービスオフィス、54カ国に1,300のサプライ
ヤー、16カ国に26の配送センターと10のカスタマー
配送センターを設けています。

スウェッドウッドグループはイケアの生産グループとし
て、木製家具や木製部品を生産しています。9カ国に
1万2,900人のコワーカーと36カ所の生産拠点を保
有しています。

イケア製品の数はおよそ9,500にものぼり、世界中ど
のストアでも同じ商品展開を行っています。

IKEAカタログは27カ国語55版、合計1億7,500万部
が発行されています。

イケアのホームページには1年間で2億7,800万件の
アクセスがあります。

2006年度は世界中で合計4億5,800万人のお客さまにご来店いただきました。

イケアについてもっと詳しくお知りになりたい方は、www.IKEA.jp
またはイケアグループのウェブサイトwww.IKEA-group.IKEA.com
をご覧ください。
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